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1. 2026年12月期第2四半期（中間期）の連結業績（2026年1月1日～2026年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年12月期中間期 19,902 24.9 944 △11.9 924 △12.1 668 △1.2

2025年12月期中間期 15,936 21.4 1,071 97.2 1,050 91.5 677 88.0

（注）包括利益 2026年12月期中間期　　683百万円 （△9.6％） 2025年12月期中間期　　755百万円 （78.4％）

1株当たり中間純利益
潜在株式調整後

1株当たり中間純利益
円 銭 円 銭

2026年12月期中間期 619.73 ―

2025年12月期中間期 619.68 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2026年12月期中間期 34,727 19,834 50.4

2025年12月期 38,882 19,532 44.3

（参考）自己資本 2026年12月期中間期 17,508百万円 2025年12月期 17,225百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年12月期 ― 150.00 ― 200.00 350.00

2026年12月期 ― 150.00

2026年12月期（予想） ― 150.00 300.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

※2025年12月期　期末配当の内訳　普通配当　150円00銭　特別配当　50円00銭

3. 2026年12月期の連結業績予想（2026年 1月 1日～2026年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 40,000 10.6 1,800 △30.3 1,800 △29.7 1,100 △30.0 1,006.53

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

(2) 中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．９「２．中間連結財務諸表及び主な注記（４）中間連結財務諸表に関する注記事項（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処

理に関する注記）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年12月期中間期 1,153,263 株 2025年12月期 1,153,263 株

② 期末自己株式数 2026年12月期中間期 78,894 株 2025年12月期 60,394 株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年12月期中間期 1,079,235 株 2025年12月期中間期 1,092,957 株

※ 第2四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達

成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び

業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧

ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果もあり、緩やかな回復基調

で推移しました。一方で、中東情勢や金融資本市場の変動に伴う影響等から、依然として先行き不透明な状況が続

いております。

建設業界におきましては、公共投資や民間設備投資は堅調に推移しているものの、資材価格、労務費の高騰に伴

う建設コストの上昇や調達環境の不安定化、金利上昇に伴う資金調達コストの増加による影響等から、収益性の低

下が引き続き懸念されます。

このような状況のもと、当社グループにおきましては、ガス工事、リニューアル工事等の安定的な受注に加え、

東京支店強化等の重点的な取組みの結果、当中間連結会計期間において着実に工事案件を受注することができまし

た。

当社グループの業績につきましては、建設事業セグメントにおいて、前連結会計年度末の繰越工事の進捗が順調

に進んだこと等から、売上高は前年同期比24.9％増の19,902百万円となりました。

利益につきましては、工事原価の増加に加え、当社において人事制度改定に伴い人件費が増加した影響等から、

営業利益は前年同期比11.9％減の944百万円、経常利益は前年同期比12.1％減の924百万円、親会社株主に帰属する

中間純利益は、当社において賃貸用不動産の売却に伴い固定資産売却益を計上したこと等から、前年同期比1.2％

減の668百万円となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

なお、下記のセグメント別営業利益には、セグメント間の内部取引に係る金額を含んでおります。

＜建設事業＞

建設事業セグメントに関しましては、前連結会計年度末の繰越工事の進捗が順調に進んだことや１棟売りマンシ

ョンの引渡が完了したこと等が売上高に大きく貢献しました。利益につきましては、工事の施工は着実に進捗して

いるものの、資材価格の上昇や当社において人事制度改定に伴い人件費が増加した影響等から、前年同期を下回っ

て推移しております。

この結果、売上高は前年同期比45.1％増の13,928百万円、営業利益は前年同期比2.9％減の832百万円となりまし

た。

＜住宅事業＞

住宅事業セグメントに関しましては、連結子会社であるセキスイハイム山陽株式会社において、前年同期に新規

分譲地の販売に伴い引渡棟数が増加していたことや、資材の調達環境の悪化により、ユニット住宅の引渡時期に遅

れが生じた影響等から、売上高、営業利益ともに前年同期を下回って推移しております。

この結果、売上高は前年同期比5.7％減の5,856百万円、営業利益は前年同期比49.9％減の105百万円となりまし

た。

＜その他事業＞

その他事業セグメントに関しましては、売上高は前年同期比3.7％減の117百万円となりました。営業利益につき

ましては原価の低減に努めたこと等から、前年同期比172.5％増の3百万円となりました。
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（２）当中間期の財政状態の概況

①資産、負債及び純資産の状況

当中間連結会計期間末の資産につきましては、当社において工事代金の回収に伴い受取手形・完成工事未収入金

等が減少したこと等から、34,727百万円（前連結会計年度末は38,882百万円）となりました。

負債につきましては、当社において工事代金の回収による余剰資金を借入金の返済に充当したことにより、短期

借入金及び1年内返済予定の長期借入金が減少したこと等から、14,893百万円（前連結会計年度末は19,350百万

円）となりました。

純資産につきましては、親会社株主に帰属する中間純利益による利益剰余金の増加等により19,834百万円（前連

結会計年度末は19,532百万円）となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間におけるキャッシュ・フローは、財務活動により4,451百万円減少しましたが、営業活動に

より4,472百万円、投資活動により1,002百万円増加した結果、当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物

（以下「資金」という。）は、3,854百万円（前年同期末3,116百万円）となりました。

主な要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前中間純利益1,033百万円、売

上債権の減少2,315百万円及び棚卸資産の減少1,647百万円等の増加要因により、資金は4,472百万円の増加（前年

同期は1,145百万円の減少）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券の取得による支出101百万円

等の減少要因がありますが、定期預金の払戻による収入172百万円及び有形固定資産の売却による収入956百万円等

の増加要因により、資金は1,002百万円の増加（前年同期は252百万円の増加）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の減少3,170百万円及び長期借

入金の返済による支出854百万円等の減少要因により、資金は4,451百万円の減少（前年同期は1,613百万円の増

加）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社グループの業績につきましては、概ね想定の範囲内であり、2026年２月13日の「2025年12月期 決算短信」

で公表いたしました通期の業績予想に変更はありません。

- 3 -

美樹工業㈱（1718）　2026年12月期　第２四半期（中間期）決算短信



（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当中間連結会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 2,794,593 3,776,714

受取手形・完成工事未収入金等 8,684,882 6,369,633

棚卸資産 8,647,117 7,020,337

預け金 243,274 112,634

その他 742,077 666,777

貸倒引当金 △33,600 △35,420

流動資産合計 21,078,346 17,910,677

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 4,159,717 3,646,252

機械・運搬具（純額） 803,137 725,984

工具器具・備品（純額） 720,870 721,515

土地 9,530,900 9,070,900

リース資産（純額） 129,668 130,393

建設仮勘定 19,480 12,758

有形固定資産合計 15,363,774 14,307,804

無形固定資産

のれん 163,335 141,557

リース資産 17,187 9,412

その他 23,259 27,634

無形固定資産合計 203,782 178,604

投資その他の資産

投資有価証券 1,025,378 1,107,366

繰延税金資産 471,957 477,846

その他 748,967 755,358

貸倒引当金 △9,747 △9,747

投資その他の資産合計 2,236,556 2,330,823

固定資産合計 17,804,113 16,817,232

資産合計 38,882,459 34,727,910

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当中間連結会計期間
(2026年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 2,184,900 1,859,397

短期借入金 5,520,000 2,350,000

１年内償還予定の社債 300,000 －

１年内返済予定の長期借入金 1,992,300 1,307,682

リース債務 62,817 57,159

未払法人税等 562,023 294,247

未成工事受入金 2,051,564 2,205,508

賞与引当金 251,121 258,337

役員賞与引当金 26,000 －

完成工事補償引当金 31,481 28,663

工事損失引当金 994 1,428

資産除去債務 － 5,000

その他 1,417,755 1,422,394

流動負債合計 14,400,959 9,789,820

固定負債

社債 － 300,000

長期借入金 2,723,109 2,553,237

リース債務 78,010 80,558

退職給付に係る負債 924,259 952,778

役員退職慰労引当金 190,078 202,760

資産除去債務 704,484 702,717

その他 329,435 311,957

固定負債合計 4,949,377 5,104,010

負債合計 19,350,337 14,893,830

純資産の部

株主資本

資本金 764,815 764,815

資本剰余金 705,825 708,764

利益剰余金 15,517,436 15,967,694

自己株式 △112,129 △269,102

株主資本合計 16,875,947 17,172,171

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 353,611 340,226

退職給付に係る調整累計額 △4,524 △3,914

その他の包括利益累計額合計 349,086 336,312

非支配株主持分 2,307,089 2,325,595

純資産合計 19,532,122 19,834,079

負債純資産合計 38,882,459 34,727,910
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2025年１月１日
　至　2025年６月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年１月１日

　至　2026年６月30日)

売上高 15,936,525 19,902,915

売上原価 12,236,187 16,237,538

売上総利益 3,700,337 3,665,376

販売費及び一般管理費 2,628,364 2,720,825

営業利益 1,071,973 944,551

営業外収益

受取利息 4,116 4,702

受取配当金 6,262 9,537

受取保険金 1,078 17,390

持分法による投資利益 3,122 2,185

その他 13,307 15,667

営業外収益合計 27,888 49,483

営業外費用

支払利息 42,193 61,347

その他 6,763 8,609

営業外費用合計 48,957 69,956

経常利益 1,050,904 924,078

特別利益

固定資産売却益 37,945 113,974

特別利益合計 37,945 113,974

特別損失

固定資産売却損 － 35

固定資産除却損 60 4,365

特別損失合計 60 4,400

税金等調整前中間純利益 1,088,790 1,033,652

法人税等 353,874 337,649

中間純利益 734,916 696,003

非支配株主に帰属する中間純利益 57,637 27,172

親会社株主に帰属する中間純利益 677,278 668,831

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2025年１月１日
　至　2025年６月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年１月１日

　至　2026年６月30日)

中間純利益 734,916 696,003

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 18,405 △13,384

退職給付に係る調整額 2,446 610

その他の包括利益合計 20,851 △12,773

中間包括利益 755,768 683,229

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 698,130 656,057

非支配株主に係る中間包括利益 57,637 27,172

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2025年１月１日
　至　2025年６月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年１月１日

　至　2026年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 1,088,790 1,033,652

減価償却費 236,771 263,094

のれん償却額 20,794 21,778

貸倒引当金の増減額（△は減少） △699 1,820

賞与引当金の増減額（△は減少） 5,845 7,215

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △16,200 △26,000

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 17,074 △2,817

工事損失引当金の増減額（△は減少） △4,545 433

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 32,854 29,410

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △30,085 12,682

受取利息及び受取配当金 △10,379 △14,240

支払利息 42,193 61,347

持分法による投資損益（△は益） △3,122 △2,185

固定資産売却損益（△は益） △37,945 △113,939

固定資産除却損 60 4,365

売上債権の増減額（△は増加） 182,792 2,315,249

棚卸資産の増減額（△は増加） △2,890,335 1,647,878

仕入債務の増減額（△は減少） 202,759 △325,502

未成工事受入金の増減額（△は減少） 253,506 153,944

その他 84,151 44,938

小計 △825,717 5,113,124

利息及び配当金の受取額 12,333 16,196

利息の支払額 △44,087 △59,483

法人税等の支払額 △288,167 △596,858

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,145,638 4,472,978

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △10,000 △10

定期預金の払戻による収入 196,000 172,900

有形固定資産の取得による支出 △51,710 △15,182

有形固定資産の売却による収入 122,146 956,108

資産除去債務の履行による支出 △2,000 △1,160

無形固定資産の取得による支出 △1,272 △7,381

投資有価証券の取得による支出 △300 △101,278

その他 △460 △1,171

投資活動によるキャッシュ・フロー 252,403 1,002,824

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,000,000 △3,170,000

長期借入れによる収入 1,500,000 －

長期借入金の返済による支出 △727,220 △854,490

社債の発行による収入 － 295,625

社債の償還による支出 － △300,000

リース債務の返済による支出 △41,527 △36,336

配当金の支払額 △109,236 △218,205

非支配株主への配当金の支払額 △8,666 △8,666

自己株式の取得による支出 △196 △159,360

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,613,153 △4,451,432

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 719,918 1,024,370

現金及び現金同等物の期首残高 2,396,520 2,829,958

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 3,116,439 ※ 3,854,329

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算）

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。
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（単位 ： 千円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

中間連結
損益計算書

計上額
（注）３建設 住宅 計

売上高

一時点で移転される財又は

サービス
3,216,200 5,618,474 8,834,674 121,684 8,956,359 － 8,956,359

一定の期間にわたり移転さ

れる財又はサービス
6,268,078 78,019 6,346,097 － 6,346,097 － 6,346,097

顧客との契約から生じる収

益
9,484,278 5,696,493 15,180,771 121,684 15,302,456 － 15,302,456

その他の収益 117,779 516,290 634,069 － 634,069 － 634,069

外部顧客への売上高 9,602,057 6,212,783 15,814,841 121,684 15,936,525 － 15,936,525

セグメント間の内部売上高

又は振替高
151,963 5,266 157,230 72 157,302 △157,302 －

計 9,754,021 6,218,049 15,972,071 121,756 16,093,828 △157,302 15,936,525

セグメント利益 857,430 211,027 1,068,458 1,277 1,069,736 2,237 1,071,973

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自2025年１月１日 至2025年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食事業であります。

２．セグメント利益の調整額は、全額セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（単位 ： 千円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

中間連結
損益計算書

計上額
（注）３建設 住宅 計

売上高

一時点で移転される財又は

サービス
2,721,266 5,213,212 7,934,479 117,188 8,051,668 － 8,051,668

一定の期間にわたり移転さ

れる財又はサービス
8,614,242 147,040 8,761,283 － 8,761,283 － 8,761,283

顧客との契約から生じる収

益
11,335,509 5,360,253 16,695,762 117,188 16,812,951 － 16,812,951

その他の収益 2,593,393 496,570 3,089,964 － 3,089,964 － 3,089,964

外部顧客への売上高 13,928,903 5,856,823 19,785,726 117,188 19,902,915 － 19,902,915

セグメント間の内部売上高

又は振替高
158,453 3,337 161,790 67 161,858 △161,858 －

計 14,087,356 5,860,160 19,947,517 117,256 20,064,773 △161,858 19,902,915

セグメント利益 832,638 105,801 938,440 3,481 941,921 2,629 944,551

Ⅱ　当中間連結会計期間（自2026年１月１日 至2026年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食事業であります。

２．セグメント利益の調整額は、全額セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前中間連結会計期間
（自  2025年１月１日

至  2025年６月30日）

当中間連結会計期間
（自  2026年１月１日

至  2026年６月30日）

現金預金 3,188,096千円 3,776,714千円

預け金 136,242 112,634

預入期間が３か月を超える定期預金 △207,900 △35,020

現金及び現金同等物 3,116,439 3,854,329

（中間連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

※  現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。
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